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イツ語」と総称される。本研究は，2015 年度立教 SFR の交付を受け，スイスドイツ語が，ドイツ語史の中でどのよう
に位置付けられ，どのような役割を担ったのかについて考察した。ロマン派と同時代およびその前の時代の思想潮流，
文化的背景など，より大きな脈絡の中でその位置付けを明らかにするために，ボードマ （ーJohann Jakob Bodmer, 1698–
1783）およびヘルダー（Johann Gottfried Herder, 1744–1803）による言語に関する考察の分析を行った。ボードマーは，
中高ドイツ語の再発見に大きく貢献した文学研究者であり，ロマン派思想にも影響を与えた。また，スイスドイツ語













 文学の方向性についてのゴットシェート（Johann Christoph Gottsched, 1700–1766）との論争において，ボードマーは，




評（Die Discourse der Mahlern, 1721-1723）』，その後表題が変更された『風習を描く画家（Der Mahler der Sitten, 1746）』が
あり，ブライティンガーとの共著である。また，『文学における驚嘆すべきものについての批判的論考（Critische 
Abhandlung von dem Wunderbaren in der Poesie, 1740）』，『シュヴァーベン公国からのミンネゼンガー収集，140 選
（Sammlung von Min-nesingern aus dem Schwaebischen Zeitpuncte, CXL Dichter enthaltend, 1758-1759）』などが挙げられる。他





判官について更に告訴する（Mehr Klagen über die sächsischen Sprachrichter）」を分析テキストとした。なお，この論文の
表題にある「ザクセンの言語裁判官（die sächsischen Sprachrichter）」が，ゴットシェート派を指していることは明白で
あり，この論文の背景には，1727 年に始まり 1760 年代まで続くゴットシェートと 2 人のスイス人との論争がある。 
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1.3.  スイスドイツ語の豊かさを評価 
 ここでは，スイスドイツ語の豊かさについて，ザクセン方言と比較しながら述べられている。ボードマーは，具
体的な語彙を挙げ，スイス方言のことばの簡潔さを指摘している。この根拠として，ザクセン方言では schön werden 
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